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議会だより

「
、
艇
葦

　
昭
和
六
十
年
議
会
第
二
回
定
例
会
が

六
月
二
十
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。
提
出

さ
れ
た
議
案
は
、
【
般
会
計
補
正
予
算
、

条
例
の
制
定
、
改
正
、
専
決
処
分
の
承

認
な
ど
五
議
案
で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

螢
燃

し

第2回定例会のもようし

行政改革推進委員会を設置

条
例
制
定
・
改
正

○
江
南
村
行
政
改
革
推
進
委
員
A
盃
認
置

条
例

　
国
の
最
重
要
課
題
と
し
て
進
め
ら
れ

て
い
る
行
政
改
革
。
本
村
で
も
、
そ
の

考
え
に
沿
っ
て
、
村
長
を
本
部
長
と
す

る
行
政
改
革
推
進
本
部
を
六
月
一
日
に

設
置
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
事
務
事
業

の
見
直
し
、
組
織
の
簡
素
、
合
理
化
な

ど
行
政
改
革
に
関
し
て
何
を
ど
う
改
め

て
い
く
か
を
定
め
た
、
い
わ
ば
行
革
の

設
計
図
と
も
言
う
べ
き
行
政
改
革
大
綱

づ
く
り
と
そ
の
実
施
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
う
し
た
過
程
で
住
民
の
方
の
意
思

が
十
分
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
、
村
長

の
諮
問
機
関
と
し
て
行
政
改
革
推
進
委

員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
の
委
員
会
は
、
行
革
大
綱
は
じ
め

行
政
改
革
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
の
審

議
、
調
査
を
し
、
答
申
（
提
言
）
を
し

て
い
き
ま
す
。
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は

村
内
有
識
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
人
数

は
十
人
、
任
期
は
三
年
で
す
。

○
江
南
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
【

　
部
を
改
正
す
る
条
例

　
こ
の
条
例
改
正
は
、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
の
支
出
の
な
か
で
、
年
々
増

え
て
い
る
医
療
費
に
合
せ
て
、
財
源
で

あ
る
保
険
税
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
に
、
税
率
の
改
正
を
行
っ
た

も
の
で
す
。

　
ま
た
一
方
、
所
得
額
に
よ
っ
て
保
険

税
の
減
額
の
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
が
、

こ
の
基
準
と
な
る
額
が
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

補
正
予
算

○
昭
和
六
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
今
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、

歳
入
歳
出
と
も
二
十
一
億
三
千
五
十
万
・

九
千
円
。
今
回
の
補
正
で
は
、
こ
の
額

に
そ
れ
ぞ
れ
五
百
三
十
二
万
六
千
円
を

追
加
七
、
総
額
で
二
十
一
億
三
千
五
百

八
士
二
万
五
千
円
と

し
ま
し
た
。

　
内
訳
と
し
て
、
歳

入
面
で
は
繰
越
金
に

五
百
三
十
二
万
六
千
一

円
追
加
。
歳
出
で
は
、

一
般
管
理
費
に
九
十

二
万
六
千
円
、
企
画

費
に
四
百
四
十
万
円

追
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
補
正
は
、
当

初
予
算
編
成
後
に
生

ま
れ
た
事
が
ら
の
処

理
の
た
め
に
行
わ
れ

た
も
の
で
、
財
源
と

し
て
は
、
繰
越
金
が
当
て
ら
れ
ま

し
た
。

雛
轟
羅
讐
羅
難
嚢
羅
難
嚢
鞍

　
　
　
　
　
　
　
膨
、
灘

　
　
　
　
　
　
　
灘
織

そ
の
他

○
土
地
改
良
事
業
実
施
に
つ
い
て

　
樋
春
北
地
内
、
十
乙
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
畑
地
に
つ
い
て
、
土
地
改

良
事
業
（
区
画
整
理
）
を
行
う
た

め
に
必
要
な
議
会
の
議
決
が
得
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
数
年
、
養
蚕
を
行
う
農
家

は
め
っ
き
り
と
減
っ
て
き
て
お
り
、

畑
地
の
利
用
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
こ
の
地
域
を
ま
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
モ
デ
ル
地

　
　
　
　
　
　
　
　
域
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
村
営
土
地

　
　
　
　
　
　
　
　
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
を
行
い
、

　
　
　
　
　
　
　
地
新
規
農
作

　
　
　
　
　
　
　
現
物
を
と
り

　
　
　
　
　
　
　
の
入
れ
、
桑

　
　
　
　
　
　
　
内

　
　
　
　
　
　
　
地
畑
の
有
効

　
　
　
　
　
　
　
春

　
　
　
　
　
　
　
樋
利
嬰
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
う
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
で
す
。

難
嚢難難難灘

羅
霧　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　難　　　　　　　護　　　　嚢羅　　　　雛　　難撚　　　　　　　　灘ド　　　　　　　　難

　　　　　　　藤酷
　　　　難欝　　　　難
　　　灘　　　意　　翌灘
雛

羅、難

（》

○
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い
つ

しよ楽しい夏休みをすごしま

交通事故に気をつけよう水の事故、

（

／へ

交
通
事
故

自
転
車
の
安
全
運
転
を
し
よ
う

　
　
暑
い
夏
が
や
っ
て
き

　
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は

　
夏
休
み
。
自
転
車
に
乗

　
る
機
会
が
増
え
ま
す
ね
。

道
自
転
車
の
交
通
事
故

　
で
い
ち
ば
ん
多
い
の
が

県ー
　
“
飛
び
出
し
”
に
よ
る

月
㌧
も
の
で
す
。
路
地
な
ど

4　
狭
い
道
か
ら
大
き
な
通

　
り
に
出
る
と
き
、
自
転

　
車
は
小
回
り
が
き
く
の

　
で
、
つ
い
左
右
の
安
全

　
を
確
か
め
ず
に
ス
イ
ッ

水
の
事
故

夏
は
交
通
事
故
よ
り
こ
わ
い

子
供
「
泳
ぎ
に
い
っ
て
く
る
よ
」

母
　
　
「
車
に
気
を
つ
け
る
ん
だ
よ
」

　
夏
の
昼
間
の
会
話
で
す
。
で
も
、
ち

ょ
っ
と
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。
夏
に
限
る

と
、
交
通
事
故
死
よ
り
水
の
事
故
死
の

方
が
多
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
も
う

一
言
「
泳
ぐ
場
所
に
も
気
を
つ
け
る
ん

だ
よ
」
と
つ
け
加
え
て
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
の
夏
（
六
～
八
月
）
に
、
水
の

事
故
で
死
亡
し

た
り
行
方
不
明

に
な
っ
た
子
供

（
中
学
生
以
下
）

は
三
百
三
人
で

し
た
。
こ
の
時
期
に
交
通
事
故
で
死
亡

し
た
十
五
歳
以
下
の
子
供
は
二
百
二
人
。

　
こ
う
し
た
子
供
の
水
難
事
故
の
約
素

割
は
保
護
者
が
そ
ば
に
い
な
い
と
き
に

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
体
の
七

割
は
、
波
の
荒
い
海
や
流
れ
の
速
い
川

な
の
に
遊
泳
禁
止
な
ど
の
水
難
防
止
措

置
が
取
ら
れ
て
い
な
い
場
所
で
起
き
て

い
ま
す
。

（
　
（

と
飛
び
出
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
も

し
そ
こ
へ
車
が
き
た
ら
…
…
。

　
「
一
時
停
止
」
の
標
識
の
あ
る
と
こ

ろ
で
は
も
ち
ろ
ん
、
狭
い
道
路
か
ら
広

い
道
路
に
出
る
と
き
な
ど
は
、
必
ず
い

っ
た
ん
止
ま
っ
て
左
右
の
安
全
を
確
か

め
ま
し
ょ
う
。
通
り
慣
れ
た
と
こ
ろ
や

交
通
量
の
少
な
い
道
路
で
も
、
い
き
な

り
飛
び
出
さ
な
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、

青
信
号
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
一
気

に
飛
び
出
す
こ
と
は
大
変
危
険
で
す
。

　
必
ず
止
ま
っ
て
安
全
確
認
す
る
習
慣

を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

チ
ビ
ッ
コ
た
ち
も

　
交
通
安
全
の
勉
強

六
月
二
十
一
日
、
南
小
で
交
通
安
全

大
人
の
注
意
力
が

　
　
　
　
事
故
を
防
ぐ

子
供
た
ち
を
水
の
犠
牲
者
に
し
な
い

教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。
駐
在
所
の
お

ま
わ
り
さ
ん
や
交
通
指
導
員
の
お
じ
さ

ん
の
見
守
る
な
か
、
全
校
児
童
が
道
路

の
横
断
や
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
を

学
び
ま
し
た
。

た
め
に
保
護
者
や
大
人
は
、
次
の
よ
う

な
点
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
子
供
た
ち
だ
け
で
水
泳
や
水
遊
び
に

　
行
か
せ
な
い
。
行
く
と
き
は
保
護
者

　
や
大
人
が
必
ず
同
伴
す
る
。
特
に
、

　
幼
児
が
い
る
場
合
は
常
に
目
を
離
さ

　
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

▽
危
険
な
水
辺
で
遊
ん
で
い
る
子
供
を

　
見
か
け
た
ら
、
声
を
か
け
安
全
な
場

　
所
で
遊
ば
せ
る
よ
う
に
す
る
。

▽
家
の
近
く
に
さ
く
や
ふ
た
の
な
い
用

　
水
堀
や
た
め
池
が
あ
る
と
き
は
、
す

　
ぐ
に
そ
の
管
理
者
に
申
し
出
て
、
さ

　
く
や
ふ
た
を
し
て
も
ら
う
。
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○
委
員
長

○
副
委
員
長

　
　
　
　
〃

　
　
　
　
〃

　
　
　
　
〃

　
　
　
　
〃

　
　
　
　
〃

　
　
　
　
〃

　
　
　
　
〃

　
　
　
　
〃

野嶋木佐寺佐関高持橋
　　　久　 々

本野部間山木口田田本
善義殖義寛猛正利包寿
司智夫雄一治典正雄夫

会員委策対導指徒生
　
地
域
ぐ
る

め
ざ
し
て
、

で
推
進
す
る

　
村
民
の
皆

た
し
ま
す
。

　
な
お
、
今

び
事
業
計
画

年
度
の
正
・
副
委
員
長
及

は
次
の
と
お
り
で
す
。

み
の
青
少
年
健
全
育
成
を

今
年
も
次
の
よ
う
な
方
々

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

青少年の

　　健全育成を願って

生徒指導対策委員会組織・連絡網（瞥印壷代昊）

1）1

L）

』
）

1
）

班 Nα 氏　名 地　　　域 備　　　　考 電　話 御正新田（坂下）

1

1 宇治川正忠 板井704 民生児委 （36）2240
11

① 橋本　イク 御正新田199 民生児委 （36）2052

② 小沢　八郎 〃　679 保　護　司 （36）2261 2 柴田　卓枝 〃　　481－2 社　教　委 （36）0501

3 吉野　幸男 〃　530 江中P副会長 （36）2047

4 長倉　敬三 〃　1083 社　教　委 （36）3307 ① 上杉　　正 干代600 社教委・民生児委 （36〉1900

5 宇治川文子 〃　704 幼P副会長 （36）2240 2 秋場　幸子 〃　405－1 江中P副会長 （36）0530

成　　沢 （上） 12 3 飯野　忠男 〃　64－24 北小P会長 （36）2485

ワ
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

1 水野半四郎 成沢1090－2 民生児委 （36）2698 4 山根　節子 〃　113 北小P副会長 （36）4021

2 舟橋　広之 押切2527－9 教育委・保護司 （36）3804 5 磯田三恵子 〃　108－1 幼P副会長 （36）2802

③ 曽田　シン 〃　2460－6 南小P副会長 （36）0559

4 井出’クニ 〃　2566 社　教　委 （36〉2406
13

① 吉田　朋信 須賀広535－2 民生児委 （36）3497

成　　沢（下） 2 吉田　芳江 〃　251 社　教　委 （36）1858

① 佐々木猛治 成沢500 御正駐在官 （36）4891

2 馬場正一郎 〃　490－2 民生児委 （36）3505 1 水野　光好 野原838－2 民生児委 （36）2365

3 福田三栄子 〃　389－2 社　教　委 （36）2027 14 2 笠原　　満 〃　74 教　育　委 （36）1519

③ 関口　正典 〃　623 社教委・江中P会長 （36）0421

4

1 志村　　正 三本1850 社　教　委 （36）0350 小江川 （東）

2 長谷川七郎 〃　684 教　育　委 （36〉0707
15

① 大久保総一 小江川609 民生児委 （36）0244

3 長谷川高雄 〃　1896 民生児委 （36）2180 2 野本　　誠 〃　1586－1 青少年相談長 （36）0021

④ 小柴　文代 〃　1927－2 婦人会長・社教委 （36）1168 小江川 （西）

5 今野　博行 〃　1927－5 北小P副会長 （36）5046 1 小林　正己 小江川1963 校　　　医 （36）1066

6 小柴　　清 〃　1927－2 川本高校 （36）1168 2 寺山　トモ 〃　1781 民生児委 （36）1980

押　　切 （上）

16
3 佐藤　俊郎 〃　1865－1 小原駐在官 （36）5336

「
D
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
Q

① 松本　洋子 三本656 民生児委 （36）5825 4 橋本　寿夫 〃　2159 社　教　委 （36）2194

2 笠原　法正 押切795－1 社　教　委 （36）1009 ⑤ 駒井　健次 〃　2091－4 社教委・南小P会長 （36）3110

3 御正山英子 〃　686 幼P会長 （36）1991 6 野本　善司 〃　1574 熊農高校 （36）1582

押　　切 （下）

① 持田　包雄 押切145－1 教育委長 （36）1574 17 ① 柴　サツエ 柴150 民生児委 （36〉0930

2 大島　　浩 〃　370 民生児委 （36）2373

3 持田　知丈 〃　325 社　教　委 （36）1928 1 増田　秀夫 塩365 民生児委 （36）3284

4 永田三千里 〃　134 北小P副会長 （36）1020 18 ② 飯島　清子 〃5 社　教　委 （36）0324

3 中村　稚夫 〃380－1 南小P副会長 （36）0462

7
1 新井　武寿 上新田IO1－1 保　護　司 （36）0728

2 福田　房子 〃　256 民生児委 （36）1690 1 佐久間義雄 南　　　小 南　小　長 （54）7748

③ 柴田　四郎 〃　183－1 社　教　委 （36）2455 2 大串　秀孝 〃 南小生指主 （36）0200

樋　　春 （南） 3 木部　殖夫 北　　　小 北　小　長 （81）0909

8
　
　
　
　
　
　
Q
ゾ

① 高田　利正 樋春319－3 社教委・民生児委 （36）3561
19

4 岡部　秀子 〃 北小生指主 （36）0772

樋　　春 （北） 5 嶋野　義智 江　　　中 江　中　長‘㌦ （32）4338

① 小島　貴一 樋春996 社教委・民生児委 （36）4497 6 大久保達雄 〃 江中生指主 （36）3105

2 小島　一男 〃　997 江中P副会長 （36）0909 7 寺山　寛一 幼　稚　園 村幼園長 （36）1980

御正新田 （坂上） 8 古沢多実子 〃 幼教務主任 （33）0607

10

① 栃沢　りう 御正新田1114－1 保　護　司 （36）3919
●教育委員会（36）5468●南　小（36）1305●北　小（36）1389

●江　中（36）1335●幼稚園（36）3373
2 水野　龍夫 樋春1952 民生児委 （36）1174

3 折川　高一 御正新田1067－2 社　教　委 （36）2655
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生徒指導対策委員会昭和60年度事業計画

（

／へ、

元気な南小の子供たち

子
供
た
ち
の

　
最
近
の
子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
生
活

環
境
は
、
以
前
に
比
べ
て
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
が
、
友
人
関
係
－
子
供
の

つ
き
あ
い
ー
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
面
で
変
化
し
て
い
る
と
い
わ
れ
ま

す
。　

子
供
の
数
が
減
り
、
兄
弟
も
少
な
く

な
っ
た
こ
と
、
テ
レ
ビ
を
見
た
り
、
独

り
で
ゲ
ー
ム
遊
び
を
す
る
こ
と
が
多
く

回 事　業　名　等 日　時 会　場 対　　　象 備　　考

1
1，60年度委員会組織
2，年間事業実施計画の検
討・承認

5／28（火） 村　民
体育館

・全　委　員
・正副会
長・役割
分担等

2
　
　
　
　
3
　
　
　
　
4
　
　
　
　
5
　
　
　
　
　
6

1，教育講演開催準備会 6／14（金） 〃 ・正副委員長 ・講師確認

1，非行防止パンフ原案検
討

6／18（火） 〃
・正副委員長
・各校生指主

1，　　　　　〃 6／25（火） 〃 〃

1，幼、小、中校・教委合
同研修会準備打合会

6／28（金） 〃
・正副委員長
・各校体育主任

1，青少年健全育成教育講
演会

6／30（日） 江　中
（体育館）

・全　委　員
・村内全保護者

・講師招待

7
　
　
　
　
　
8
　
　
　
　
　
9

1，非行防止パンフの配布
7／12（金）

～
7
／ 18休）

・村内全戸

1，夏季休養中の生徒指導
2，親子のっどい実施計画
　　（各幼、小、中）
3，情報交換（各校・地域〉

7／10（水） 村　民
体育館

・全　委　員
・各幼小中

RTA補導
部委員長等

1，各幼、小、中校・教委
合同研修会

7／20Uの 〃
・村内幼、小、中

教委等全教職員

10 1，地域環境浄化運動週問
8／19（月）

～
8
／ 24（土）

・村内全地域 ・全委員

11
1，夏季休養中の指導反省会

2，親子のつどい実施状況
3，浄化運動実施反省

9／12（利 村　民
体育館

・全　委　員

・各幼小中

RTA捕導
部委員長等

12 1，委員研修会準備会 10／8㈹ 〃 ・正副委員長 ・講師依頼

13 1，研　修　会 11／12

㈹

〃 ・全　委　員
・各幼小中

P。T，A補導

部委員長等

14 1，冬季休業中の生徒指導 12／6（金） 〃 ・全　委　員

15 1，60度度事業反省
2，61年度事業計画

2／27休） 〃 ・正副委員長

16
1，春季休業中の生徒指導
2，60年度事業の反省
3，61年度事業計画にっいて

3／27（木） 〃 ・全　委　員

※上記以外に各地域・各校の事態・動向によっては、臨時に事業を加えることもある
※常時「生徒指導対策委員証」の活用を図る。

（

（
k

な
っ
た
こ
と
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
最
近
話
題
に
な
っ

て
い
る
小
・
中
学
生
の
“
い
じ
め
”
の

問
題
も
、
子
供
の
つ
き
あ
い
の
変
化
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

子
供
は
遊
び
や
け
ん
か
を

　
　
　
　
通
し
て
成
長
す
る

　
子
供
は
乳
児
期
を
過
ぎ
る
と
、
外
に

出
て
遊
び
た
が
り
、
友
達
を
つ
く
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で

保
護
者
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
育
っ
た
た

め
、
そ
の
遊
び
方
は
自
己
中
心
的
で
、

初
め
の
う
ち
は
友
達
と
う
ま
く
協
調
し

合
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
遊
ん
で
い

て
も
、
す
ぐ
に
お
も
ち
ゃ
の
奪
い
合
い

や
場
所
の
取
り
合
い
を
始
め
て
し
ま
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
保
護
者
の
手
か
ら
友
達
と

の
つ
き
あ
い
へ
と
行
動
範
囲
を
広
げ
た

子
供
は
、
や
が
て
遊
び
や
け
ん
か
な
ど

の
経
験
を
通
し
て
、
自
分
を
主
張
し
た

り
、
相
手
の
主
張
を
受
け
入
れ
た
り
す

る
こ
と
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。
同
時
に
、

大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
人
間
関
係
の
基

礎
や
守
る
べ
き
社
会
の
習
慣
を
身
に
つ

け
て
い
く
の
で
す
。

“
友
達
づ
き
あ
い
”
に

影
響
す
る
家
庭
の
し
つ
け

　
子
供
が
小
・
中
学
校
へ
と
進
み
、
団

体
生
活
を
始
め
る
よ
う
に
な
る
と
、
友

達
づ
き
あ
い
に
も
個
人
差
が
出
て
き
ま

す
。　

一
般
に
、
つ
き
あ
い
方
の
下
手
な
子

供
は
、
自
分
の
気
持
ち
を
友
達
に
う
ま

く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
狐
立
し

て
し
ま
っ
た
り
、
活
発
な
友
達
の
言
い

な
り
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
一
方
、
自
己
中
心
的
で
他
人
の
気

持
ち
に
気
を
配
る
こ
と
の
で
き
な
い
子

供
は
、
友
達
に
対
し
て
独
善
的
な
振
舞

い
を
し
が
ち
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
つ
き
あ
い
方
の
上
手
、

下
手
は
、
子
供
一
人
一
人
の
資
質
に
よ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ

に
も
ま
し
て
家
庭
で
の
し
つ
け
の
あ
り

方
、
乳
児
期
以
降
に
友
達
づ
き
あ
い
の

経
験
を
ど
れ
だ
け
多
く
積
ん
で
き
た
か
、

な
ど
に
よ
る
影
響
の
ほ
う
が
大
き
い
の

で
ば
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
人
間
形
成
あ
基
礎
と
な
る
子
供
の

”
友
達
づ
き
あ
い
”
1
保
護
者
の
方

は
、
そ
の
重
要
性
を
理
解
し
、
子
供
の

健
全
な
成
長
の
後
押
し
を
し
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。
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住民検診で

健康チェックを

8月5日～8月22日

　
今
年
も
住
民
検
診
（
一
般
健
康
診
査

並
び
に
結
核
健
康
診
査
）
を
、
大
里
郡

市
医
師
会
の
協
力
を
得
て
行
な
い
ま
す
。

　
ご
存
知
の
と
お
り
脳
卒
中
・
が
ん
・

心
臓
病
は
三
大
死
因
と
い
わ
れ
て
お
り

社
会
的
に
も
、
家
庭
的
に
も
脅
威
を
増

し
て
い
ま
す
。
ま
た
結
核
へ
の
関
心
も

近
年
う
す
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
新
患

者
の
発
生
も
い
ぜ
ん
多
く
年
齢
が
高
く

な
る
ほ
ど
死
亡
率
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
は
「
自
分

の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
成
人
病
の
早
期

発
見
と
健
康
を
確
か
め
る
う
え
に
も
年

程日検診）

一
回
の
健
康
診
査
を
是
非
受
診
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
本
年
も
昨
年
同
様
、
午
後
二
会
場
移

動
し
ま
す
の
で
、
受
付
時
問
内
に
来
場

し
て
下
さ
い
。

　
受
診
料
は
七
十
歳
以
上
の
方
は
無
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
蟄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

で
す
が
六
十
九
歳
以
下
の
方
は
百
円
が
皿
讐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

必
要
で
す
。
当
日
ご
持
参
下
さ
い
。
　
　
一
質

※
健
康
診
査
対
象
者

　
四
十
歳
以
上
で
事
業
所
に
勤
務
し
て

い
な
い
方
全
員
（
医
者
で
治
療
を
受
け
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
い
る
方
を
除
く
）
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
※
検
診
項
目

　
　
　
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
身
長
、
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冠

体
重
測
定
、
聴
打
診
、
胸
部
X

線
撮
影
、
　
（
妊
娠
中
の
方
は
X

線
撮
影
は
除
く
）

※
十
八
歳
～
三
十
九
歳
ま
で
の

方
は
、
胸
部
X
線
撮
影
の
み

月　日 受　付　時　間 字　　名 場　　　　　所

8月5日（月）

午後
12．30～1：30

成　沢　（下） 会　　　議　　　所

午穣
2．00～3：00

御正新田（下） 生活改善センター

8月6日（火）
12：30～’1：30 樋　春　南 集　　　会　　　所

2：00～3：00 樋　春　北 集　　　会　　　所

8月7日㈱
12：30～1：30 上　押　切 参宮　記　念館

2：00～3：00 上　　新　　田 集　　　会　　　所

8月8日（木）
12：30～1：30 下　押　切 集　　　会　　　所

2：00～3：00 三　　　　本 御正稚蚕共同飼育所
　（北小学校うら）

8月9日㈹
12：30～1：30 御正新田（上） 大　坂　集　会　所

2：00～3：00 成　沢　（上） 坂　上　公　民　館

8月19日（月）
12：30～1：30 須　賀　広 集落センター

2：00～3：00 野　　　　原 集　　　会　　　所

8月20日㈹
12：30～1：30 塩 公　　　民　　　館

2：00～3：00 板　　　　井 農業研修センター

8月21日㈱ 12：30～2：00 小　　江　　川 農村センター

8月22日休）
12＝30～1：30 柴・千　代 柴・千代集会所

2：00～3：00 全　　　　域 母子健康センター（※）

）

）
）

※印は上記の会場へ来られなかった方、及び役場周辺の方が来場して下さい。

　
鼻
血
の
応
急
処
置

　
　
病
気
以
外
の
と
き
に
出
る
鼻
血
－

　
何
か
に
ぶ
つ
け
た
り
、
強
く
か
み
す
ぎ

　
た
り
し
た
と
き
に
出
る
の
は
、
鼻
の
中

　
に
キ
ズ
が
つ
く
こ
と
が
原
因
で
す
。
鼻

　
血
を
出
し
た
と
き
の
応
急
処
置
は
、
次

　
の
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
〈
軽
い
鼻
血
の
と
き
〉

　
　
衣
服
を
ゆ
る
め
、
楽
に
し
て
い
す
に

　
か
け
さ
せ
て
、
頭
を
う
し
ろ
に
そ
ら
せ
、

　
鼻
を
五
～
六
分
つ
ま
ん
で
や
る
と
止
ま

　
り
ま
す
。
ま
た
、
脱
脂
綿
や
消
毒
し
た

　
ガ
ー
ゼ
を
長
さ
二
～
三
セ
ン
チ
の
太
目

　
の
棒
状
に
し
て
、
鼻
に
つ
め
て
お
く
の

　
も
効
果
的
で
す
。

　
〈
な
か
な
か
と
ま
ら
な
い
と
き
〉

　
　
消
毒
ガ
ー
ゼ
を
少
し
多
め
に
鼻
に
詰

　
め
こ
み
、
あ
お
向
け
に
寝
か
せ
、
し
ば

　
ら
く
安
静
に
し
て
お
き
ま
す
。
そ
し
て
、

　
鼻
柱
を
冷
た
い
タ
オ
ル
で
ひ
や
し
、
逆

　
に
足
も
と
を
温
め
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
鼻
血
が
止
ま
っ
た
あ
と
も
、
数
時
間
は
、

　
鼻
を
か
ま
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ

　
さ
い
。

　
〈
頭
を
打
っ
て
鼻
血
が
出
た
と
き
〉

　
　
こ
の
場
合
は
”
危
険
信
号
”
と
考
え
、

　
す
ぐ
医
者
に
み
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

尉
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県
で
は
、
県
民
の
自
主
的
で
創
造
的

な
文
化
活
動
を
援
助
、
奨
励
し
、
活
発

に
し
て
い
く
た
め
、
文
化
振
興
基
金
を

設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
の
基
金
は
、
県
民
の
豊
か
な
個
性

あ
ふ
れ
る
創
造
性
を
生
か
し
、
二
十
一

世
紀
に
向
け
て
、
新
し
い
埼
玉
文
化
を

つ
く
り
だ
す
原
動
力
と
な
る
も
の
で
す
。

　
基
金
の
造
成
に
つ
い
て
は
、
県
は
五

十
九
年
度
か
ら
三
年
問
で
二
億
五
干
万

円
の
寄
附
を
集
め
、
六
十
二
年
度
ま
で

に
合
計
で
五
億
円
を
積
み
立
て
る
予
定

で
す
。

∩
今

　
基
金
か
ら
生
じ
る
利
子
は
、
次
の
よ

う
な
文
化
活
動
に
対
す
る
助
成
に
あ
て

ら
れ
ま
す
。

一
、
美
術
、
音
楽
な
ど
の
芸
術
文
化
の

振
興
。

二
、
郷
土
芸
能
や
文
化
財
な
ど
の
伝
統

　
文
化
の
継
承
、
保
存
。

三
、
地
域
文
化
の
創
造
や
海
外
文
化
と

　
の
交
流
の
促
進
な
ど
。

　
募
金
活
動
は
、
県
と
民
間
と
が
一
体

と
な
っ
て
県
民
運
動
を
盛
り
上
げ
て
い

く
も
の
と
す
る
。
特
に
、
募
金
活
動
を

強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
多
く
の
方
々

か
ら
積
極
的
な
御
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。　

ま
た
、
文
化
振
興
基
金
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
募
金
箱
も
市
町
村
役
場
や
文
化

施
設
等
、
身
近
な
と
こ
ろ
に
置
か
れ
、

皆
様
方
か
ら
の
寄
附
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
基
金
の
趣
旨
に
替
同
さ

れ
、
寄
附
く
だ
さ
る
場
合
は
、
近
く
の

金
融
機
関
（
県
内
す
べ
て
の
銀
行
、
信

用
金
庫
、
信
用
組
合
、
農
業
協
同
組
合
）

の
窓
口
に
備
え
て
あ
る
申
込
書
に
よ
り

振
込
が
で
き
る
ほ
か
、
県
庁
自
治
文
化

課
で
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

□
問
合
せ
先

　
埼
玉
県
県
民
部
自
治
文
化
課

　
　
暦
〇
四
八
八
－
二
四
－
ニ
ニ
一

　
　
　
　
　
　
（
内
線
二
〇
六
八
）

課費0485－23－2801㈹　　i（、

　県民討論会　　　　　　　i

目と　き　　　　　　　　i∩
　8月24日（土）午後1時～4時30分1

■ところ　　　　　　　　　　　i
　熊谷市立文化センター文化会館：

■参加者　　　　　　　　　　　　：

○助言者　羽仁　進（映画監督）i

O知事畑　和　　　i
O一般参加者500人（自由参加）　1

　埼玉県住宅資金融資　　　i

　今年度の第2回融資の申込受付i
を次のとおり行います。　　　　：

□受付期間　　　　　　　　　　　i
　7月29日（月）～8月23日（金）　　　i

－融資対象　　　　　　　　　　　　i

　県内に受付開始日前1年以上居i

住している人　　　　　　　1
□問合せ　　　　　　　　　　　　1
　埼玉県住宅都市部住宅管理課　i
　O488－24－2111　　　　　　　　　　　　　　：

　36－1521（内線37）

　移動図書館来訪

■と　き
　7月22日（月）、9月13日（金）午後2

時45分～3時45分

■ところ

　村民体育館前庭

※どなたでも無料で借りられ、リ

　クエストもできます。どうぞご
　利用ください。

　キャンプ用テント貸出し

　熊谷地方県民センターでは、野
外活動を行う青少年グループなど
』に、キャンプ用テントを無料で貸

し出します。

■テント数
　11張（6人用）

■貸出期閻

　原則として4日間
■間合せ

　熊谷地方県民センター地域振興
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拶
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行政・心配ごと相談

　日常生活での困りごとや心配ご

とでお悩みの方は、毎月第4火曜
日にご相談に応じています。

　どうぞお気軽にご相談ください。

口と　き

　7月23日、8月27日、午前9時
30分～正午

■ところ

　母子健康センター
家なお、8月は人権相談所も同時
　に開設します。

　教　育　相　談

　教育委員会では、毎週火曜日（祝

祭日はのぞく）午後1時より3時
までの間、教育相談をお受けして
います。

　お子さんの教育上のことでお困
りのことがありましたら、お気軽
にご相談ください。

雪36－5468（直通）
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年
金
受
給
者
が
死
亡

し
た
と
き
は
届
出
を

　
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
亡
く
な
っ

た
と
き
は
、
戸
籍
法
で
定
め
ら
れ
た
届

出
義
務
の
あ
る
方
が
、
役
場
の
国
民
年

金
係
へ
す
み
や
か
に
「
受
給
権
者
死
亡

届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
、
遅
れ
た
り
、
忘
れ
た
り
す
る

と
、
支
払
い
超
過
と
な
り
、
あ
と
で
返

納
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
　
劉

　
ま
た
、
亡
く
な
っ
た
人
に
支
給
す
べ

き
年
金
で
、
ま
だ
支
給
し
な
か
っ
た
分

が
あ
る
と
き
は
、
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
た
配
偶
者
の
方
な
ど
に
そ
の
年
金
が

支
払
わ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
　
「
未

支
給
年
金
支
給
請
求
書
」
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

福
祉
年
金
を
受
け

取
っ
た
ら
証
書
の
提
出
を

　
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
、
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字別婦人バレーボール大会
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五
月
二
十
六

日
、
村
民
体
育

館
で
行
わ
れ
た

字
別
婦
人
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
春
季

大
会
は
、
参
加

十
チ
ー
ム
に
よ

っ
て
熱
戦
が
く

り
ひ
ろ
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
A

ブ
ロ
ッ
ク
は
成

沢
チ
ー
ム
が
、

B
ブ
ロ
ッ
ク
は

小
江
川
チ
ー
ム

が
そ
れ
ぞ
れ
優

勝
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
嬬

　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
甥

　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
囑

　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
嬬

　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
ヒ

　
　
　
　
　
　
嬬

　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
闇

　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
塀

　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
獺

　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
眉

　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
塀

　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
嬬

　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
嬬

　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
塀

　
　
　
　
　
　
は

　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
塀

　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
は

　
　
　
　
　
　
ヒ

　
　
　
　
　
　
嬬

　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
矧

　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
塀

　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
闘

　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
嬬

　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
矧

　
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
塀

　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
嬬

　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
塩

　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
　
窃

　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
胃

八
月
期
分
の
年
金
を
受
け
取
っ
た
ら
、

証
書
を
役
場
の
国
民
年
金
係
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
　
「
定
時
申
立
書
」
を
書
い
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
印
鑑
も
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
、
今
年
の
八
月
か

ら
一
年
間
、
年
金
が
受
け
ら
れ
る
か
ど

う
か
を
審
査
し
て
、
証
書
に
支
給
額
を

記
入
す
る
た
め
で
す
。

　
な
お
、
次
の
こ
と
を
お
聞
き
し
ま
す

の
で
、
わ
か
る
よ
う
に
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

O
譲
渡
所
得
の
有
無

シ
ン
ボ
ル
マ

　
昭
和
五
十
九
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま

で
の
間
に
自
分
自
身
、
ま
た
は
家
族
の

人
で
、
土
地
、
家
屋
等
を
売
っ
た
人
が

い
た
か
ど
う
か
。
　
（
売
っ
た
こ
と
が
あ

る
と
き
は
、
売
っ
た
人
の
氏
名
と
あ
な

た
と
の
続
柄
）

○
公
的
年
金
受
給
の
有
無

　
福
祉
年
金
以
外
の
年
金
や
、
恩
給
な

ど
を
受
け
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
年
金

証
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
、
役
場
住
民
課
国
民
年

　
金
係
（
内
線
二
四
）
へ

　
　
　
　
　
ー
ク
を
募
集

－
埼
玉
中
枢
都
市
圏
1

一
、
テ
ー
マ

　
県
と
浦
和
市
、
大
宮
市
h
上
尾
市
、

与
野
市
及
び
伊
奈
町
は
、
協
力
し
て
東

京
依
存
を
是
正
す
る
た
め
、
二
十
一
世

紀
へ
向
け
て
高
次
の
都
市
機
能
を
備
え

た
自
立
性
の
高
い
都
市
圏
を
つ
く
ろ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
埼
玉
中
枢
都
市
圏
づ

く
り
を
端
的
に
デ
ザ
イ
ン
化
し
た
も
の
。

二
、
応
募
作
品

　
B
五
判
の
ケ
ン
ト
紙
を
縦
長
に
使
用

し
、
デ
ザ
イ
ン
、
色
、
応
募
点
数
は
自

由
・
図
案
の
趣
旨
を
簡
単
に
記
載
。
た

だ
し
、
写
真
使
用
禁
止
・
未
発
表
の
も

の
。

三
、
募
集
期
間

　
バ
月
一
日
（
木
）
～
九
月
七
日
（
土
）

（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
の
期
間

四
、
賞

　
最
優
秀
賞
一
点
　
十
万
円
（
賞
金
又

は
奨
学
金
）
佳
作
四
点
　
二
万
円
（
賞

金
又
は
奨
学
金
）

五
、
応
募
先

　
作
品
の
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
中

枢
都
市
圏
構
想
推
進
室
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
係
へ
持
参
又
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
中
枢
都
市
圏
構
想
推

進
室
へ
。
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お
誕
生
お
め
で
と
う
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成
　
　
沢

　
建
川
　
桂
子
　
　
四
女
（
勇
　
二
）

　
松
島
ひ
と
み
　
　
三
女
（
　
章
　
）

三
　
　
本

　
品
田
　
直
隆
　
　
長
男
（
武
　
良
）

押
　
　
切

　
小
川
　
有
香
　
　
長
女
（
泰
　
弘
）

樋
旨
　
春

　
田
嶋
　
智
幸
　
　
長
男
（
　
務
　
）

　
芹
澤
　
尚
義
　
　
長
男
（
祐
　
一
）

　
五
明
　
正
佳
　
　
長
男
（
富
士
男
）

御
正
新
田

　
卜
旺

　
ノ
　
」

　
松
本

　
瀬
山

小
江

　
寺
山

　
栗
原

　
小
出

　
三
角

板
　
　
井

　
吉
野

　
寺
山

千
　
　
代

　
中
山

柴

靖智雄輝川和真貴
典史也良　之範之

二長長
男男男

良定
　　薫

　
）

男
）一

）

長
男
（
澄
夫
）

長
男
（
等
）

長
男
（
樹
　
）

長
男
（
祐
輔
）

結
生
　
　
三
男
（
啓
　
一
）

千
尋
　
　
長
女
（
由
　
治
）

和
博
　
　
長
男
（
達
　
夫
）

深
澤
　
円
絵
　
　
長
女
（
正
　
彦
）




